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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 約５年間（2011年６月13日～2016年６月10日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
当 フ ァ ン ド

イ．アムンディ・アグリ・アッ
プストリーム株ファンド（適
格機関投資家専用）の受益証
券

ロ．ダイワ・マネー・マザー
ファンドの受益証券

ダイワ・マネー・
マザーファンド

本邦通貨表示の公社債

当ファンド
の運用方法

①主として、投資するファンドを通じて、世界の
人口拡大等による食糧需要増大を受け、今後成長
が期待できる農業関連企業の株式に投資すること
により、信託財産の成長をめざします。
②株式への投資にあたっては、海外の農業関連企
業の中から川上分野の企業の株式を投資対象と
し、高い成長が期待できる銘柄に投資します。
③当ファンドは「アムンディ・アグリ・アップス
トリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と
「ダイワ・マネー・マザーファンド」に投資する
ファンド・オブ・ファンズです。「アムンディ・
アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関
投資家専用）」の投資割合を通常の状態で高位に
維持することを基本とします。

マザーファンド
の 運 用 方 法

邦貨建資産の組入れにあたっては、取得時に第二
位（Ａ－２格相当）以上の短期格付であり、かつ
残存期間が１年未満の短期債、コマーシャル・
ペーパーに投資することを基本とします。

組 入 制 限

当ファンドの投資信託
証 券 組 入 上 限 比 率

無制限

マザーファンドの株式
組 入 上 限 比 率

純資産総額の30％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、基
準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

ダイワ／アムンディ
食糧増産関連ファンド

運用報告書（全体版）
第４期

（決算日　2015年６月12日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。

　さて、「ダイワ／アムンディ食糧増産関連

ファンド」は、このたび、第４期の決算を行

ないました。

　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。

　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。
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■設定以来の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算)
公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

(参考指数) 期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
１期末(2012年６月12日) 8,182 0 △18.2 9,082 △ 9.2 0.2 98.6 10,657

２期末(2013年６月12日) 10,761 700 40.1 13,643 50.2 0.4 93.9 4,561

３期末(2014年６月12日) 11,725 1,000 18.3 17,251 26.4 0.4 96.2 2,878

４期末(2015年６月12日) 13,104 1,300 22.8 21,334 23.7 0.3 96.7 2,849

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。

（注２）ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算）は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．の承諾を得て、ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファン

ド設定日を10,000として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩコクサイ指数は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が開発した株価指数で、同指数に対

する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰属します。またＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は、同指数の内容を変更する権利およ

び公表を停止する権利を有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。

（注４）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。

（注５）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

■当期中の基準価額と市況の推移

（注）期末の基準価額は分配金込みです。

純資産総額（右軸）基準価額（左軸）
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年 月 日
基 準 価 額 ＭＳＣＩコクサイ指数(円換算) 公 社 債

組 入 比 率

投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2014年６月12日 11,725 － 17,251 － 0.4 96.2

６月末 11,771 0.4 17,218 △ 0.2 0.3 98.6

７月末 11,725 0.0 17,441 1.1 0.4 98.6

８月末 12,143 3.6 17,671 2.4 0.3 98.1

９月末 12,405 5.8 18,161 5.3 0.3 98.8

10月末 12,268 4.6 18,056 4.7 0.3 98.6

11月末 13,954 19.0 20,202 17.1 0.3 96.0

12月末 14,128 20.5 20,435 18.5 0.4 96.0

2015年１月末 13,663 16.5 19,550 13.3 0.4 98.5

２月末 13,864 18.2 20,620 19.5 0.3 98.7

３月末 13,226 12.8 20,526 19.0 0.3 96.3

４月末 13,427 14.5 20,709 20.0 0.3 96.5

５月末 14,571 24.3 21,510 24.7 0.3 98.2

（期末）2015年６月12日 14,404 22.8 21,334 23.7 0.3 96.7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

《運用経過》

◆基準価額等の推移について

【基準価額・騰落率】

期首：11,725円　期末：13,104円（分配金1,300円）　騰落率：22.8％（分配金込み）

【基準価額の主な変動要因】

　基準価額は、北米や欧州の株式市況が上昇したことおよび対円で米ドルが上昇したことがプラスに寄与し、値上がりしま

した。

◆投資環境について

○グローバル株式市況

　グローバル株式市況は、期首からボックス圏での推移が続きましたが、2014年10月中旬にかけて、エボラ出血熱の感染

拡大への不安やＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の量的緩和拡大の終了などが嫌気され、下落に転じました。その後、

日銀やＥＣＢ（欧州中央銀行）による追加緩和、原油価格の底打ち、企業業績の回復期待等が支援材料となり、期末にか

けて上昇基調となりました。

　農業関連銘柄では、2014年から2015年にかけて、穀物収穫量が全般に良好なものとなったことで設備稼働率が上昇し、

米国の農業サービス関連銘柄に恩恵をもたらしました。一方で、供給増に伴い穀物価格に強い下落圧力がかかったほか、

砂糖の生産と輸出で世界最大のブラジルの通貨安や在庫の過剰感により、砂糖価格も大幅に低下しました。その結果、植

物油によるバイオ燃料精製を手掛ける銘柄等は、原油価格下落の影響もあって販売価格が低迷し、設備稼働率改善の十分

な恩恵を受けるには至りませんでした。畜産関連銘柄は、需給環境が改善したことに加え、穀物価格の下落が飼料コスト

の低下に結びついたことなどが、好材料となりました。一方、穀物価格の下落で利益が圧迫された農家が、農業機械の発

注を手控えたり、農薬や肥料などの使用量を減らす傾向も見られました。大手カリ鉱山の浸水による操業停止、カナダの

投資税制変更、シンジェンタ（スイスの農化学大手）への買収提案など、農業サポート関連では個別材料の影響も大きく

受けました。
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◆前期における「今後の運用方針」

　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券の組入比率を、通常の状態

で高位に維持することを基本とします。

◆ポートフォリオについて

○当ファンド

　当ファンドは、「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」と「ダイワ・マネー・

マザーファンド」へ投資するファンド・オブ・ファンズです。当期は、「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファ

ンド（適格機関投資家専用）」の受益証券を高位に組入れました。

○アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）

　当期は、高水準の穀物収穫量と価格低迷見通しのもと、農業サービス関連銘柄については組入比率を高位に維持した一

方、アソシエイテッド・ブリティッシュ・フーズ（英国の食品加工会社）、ズートツッカー（ドイツの砂糖メーカー）、

ゴールデン・アグリリソーシズ（シンガポールの総合パーム油企業）などの売却を通じて、農産物関連銘柄全体の組入比

率を引下げました。農業サポート関連銘柄では、ウラルカリ（ロシアの肥料メーカー）が同業会社との合弁を解消したこ

とによる炭酸カリウム市場の混乱は安定しつつあると判断し、ポタシュ（カナダの肥料メーカー）、アグリウム（窒素系

肥料に強いカナダ企業）、ＣＦインダストリーズ（米国の窒素、リン酸肥料大手）などの組入比率を引上げました。農業

サポート関連の農業化学関連では、ダウ・ケミカル（米国の化学大手）を利益確定のため一部売却した一方、モンサント

（米国の種子、農化学大手）による買収提案を受けたシンジェンタを買増しました。畜産関連では、株価バリュエーショ

ン面で割安感が強まったＷＨグループ（豚肉加工で世界最大手の中国企業）に新規投資を行ないました。

○ダイワ・マネー・マザーファンド

　資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。

◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。

以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

◆分配金について

【収益分配金】

当期の１万口当り分配金（税込み）は1,300円といたしました。
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■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目

当 期

2014年６月13日
～2015年６月12日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ）（円） 1,300

対 基 準 価 額 比 率（％） 9.03

当 期 の 収 益（円） 1,300

当 期 の 収 益 以 外（円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） 3,154

（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価
証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】

収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。

なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）

項 目 当 期

(a) 経費控除後の配当等収益 0.14円

(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 2,637.25

(c) 収益調整金 99.70

(d) 分配準備積立金 1,717.83

(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 4,454.93

(f) 分配金 1,300.00

(g) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 3,154.93

（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド

　「アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）」の受益証券の組入比率を、通常の状態で

高位に維持することを基本とします。

○アムンディ・アグリ・アップストリーム株ファンド（適格機関投資家専用）

　当ファンドは、高水準の穀物収穫量と価格低迷という見通しのもと、農業サービスや畜産関連企業が恩恵を受ける一方、

農業サポート関連企業には相対的にマイナスに作用するという現在のメインシナリオを維持し、農産物関連における農業

サービス関連銘柄を引続き選好します。

○ダイワ・マネー・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないます。
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■売買および取引の状況
　投資信託受益証券

（2014年６月13日から2015年６月12日まで）

買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
ア ム ン デ ィ ・
アグリ・アップ
ス ト リ ー ム
株 フ ァ ン ド
(適格機関投資家)

435,918.893 683,000 836,876.945 1,361,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
(1) 当ファンドにおける期中の利害関係人との取引状

況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■１万口当りの費用の明細

項 目

当期

項 目 の 概 要（2014.6.13～2015.6.12）

金 額 比 率

信託報酬 152円 1.172％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は13,010円です。

（投信会社） （49） （0.378） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） （98） （0.756） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行） （5） （0.038） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.008 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） （1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 153 1.180

（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

 (2) ダイワ・マネー・マザーファンドにおける期中の
利害関係人との取引状況

（2014年６月13日から2015年６月12日まで）

決 算 期 当 期

区 分
買付額等

Ａ

売付額等

Ｃ
う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 62,938 13,699 21.8 － － －

コール・ローン 1,949,239 － － － － －

（注）平均保有割合0.1％
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビー
ファンドのマザーファンド所有口数の割合。

(2) 親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネー・マザーファンド 14,780 14,780 15,071

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファ

ンドの明細

フ ァ ン ド 名
当 期 末

口 数 評 価 額 比 率

国内投資信託受益証券 千口 千円 ％
アムンディ・アグリ・アップストリー
ム株ファンド（適格機関投資家）

1,561,179.784 2,756,887 96.7

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

(3) 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人へ
の支払い比率

　当期中における売買委託手数料の利害関係人への
支払いはありません。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年６月12日現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 3,153,562,191円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 381,603,482

投 資 信 託 受 益 証 券(評価額) 2,756,887,380

ダイワ・マネー・マザーファンド(評価額) 15,071,329

(B) 負 債 303,942,061

未 払 収 益 分 配 金 282,703,308

未 払 解 約 金 3,143,380

未 払 信 託 報 酬 17,971,233

そ の 他 未 払 費 用 124,140

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 2,849,620,130

元 本 2,174,640,837

次 期 繰 越 損 益 金 674,979,293

(D) 受 益 権 総 口 数 2,174,640,837口

１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,104円

＊期首における元本額は2,454,988,918円、当期中における追加設定元本額は
102,872,750円、同解約元本額は383,220,831円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は13,104円です。

■投資信託財産の構成
2015年６月12日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 2,756,887 87.4

ダイワ・マネー・マザーファンド 15,071 0.5

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 381,603 12.1

投 資 信 託 財 産 総 額 3,153,562 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2014年６月13日　至2015年６月12日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 31,436円

受 取 利 息 31,436

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 609,207,782

売 買 益 662,612,680

売 買 損 △ 53,404,898

(C) 信 託 報 酬 等 △ 35,699,004

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 573,540,214

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 373,566,414

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 10,575,973

(配 当 等 相 当 額) (　 21,681,534)

(売 買 損 益 相 当 額) (△ 11,105,561)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 957,682,601

(H) 収 益 分 配 金 △282,703,308

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 674,979,293

追 加 信 託 差 損 益 金 10,575,973

(配 当 等 相 当 額) (　 21,681,534)

(売 買 損 益 相 当 額) (△ 11,105,561)

分 配 準 備 積 立 金 664,403,320

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）

項 目 当 期

(a) 経費控除後の配当等収益 32,203円

(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 573,508,011

(c) 収益調整金 21,681,534

(d) 分配準備積立金 373,566,414

(e) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 968,788,162

(f) 分配金 282,703,308

(g) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 686,084,854

(h) 受益権総口数 2,174,640,837口
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【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

１ 万 口 当 り 分 配 金 1,300円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、６月12日現在の基準価額（１万口当り13,104円）に基づいて自動的に再

投資いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。

・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。

・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金で

す。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配

金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

・普通分配金については、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率による源泉徴収が行なわれ、

申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選

択することもできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。

・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。

・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお

問い合わせください。

《お知らせ》

●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月１日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の２種類になり

ましたが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月１日施行の法改正により以下の点が変更されたことに

伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。

・書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の３分の２以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の３分の２以上の賛成を得ること」に変更されました。

・投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽微

なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。

・書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当しま

す。）には適用されなくなりました。
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 <補足情報>
　当ファンド（ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネー・マザーファン
ド」の決算日（2014年12月９日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2015年６
月12日）現在におけるダイワ・マネー・マザーファンドの組入資産の内容等を８ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ・マネー・マザーファンドの主要な売買銘柄
　公　社　債

（2014年６月13日から2015年６月12日まで）

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
490 国庫短期証券　2015/2/9 11,999,832
520 国庫短期証券　2015/6/22 3,499,975
521 国庫短期証券　2015/6/29 2,439,900
502 国庫短期証券　2015/3/30 2,000,000
509 国庫短期証券　2015/5/7 2,000,000
510 国庫短期証券　2015/5/12 2,000,000
532 国庫短期証券　2015/8/17 2,000,000
538 国庫短期証券　2015/9/14 1,999,998
500 国庫短期証券　2015/3/23 1,999,996
496 国庫短期証券　2015/3/9 1,999,982

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2015年６月12日現在におけるダイワ・マネー・マザーファンド（28,469,546千口）の内容です。

(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）

2015年６月12日現在

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 18,070,000 18,069,939 62.2 － － － 62.2

（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

(2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）

2015年６月12日現在
区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

％ 千円 千円
国債証券 518 国庫短期証券 － 1,000,000 999,999 2015/06/15

460 国庫短期証券 － 130,000 130,000 2015/06/22
520 国庫短期証券 － 3,500,000 3,499,997 2015/06/22
521 国庫短期証券 － 2,440,000 2,439,981 2015/06/29
522 国庫短期証券 － 1,500,000 1,499,988 2015/07/06
524 国庫短期証券 － 1,000,000 999,996 2015/07/13
532 国庫短期証券 － 2,000,000 2,000,000 2015/08/17
534 国庫短期証券 － 1,500,000 1,499,996 2015/08/24
535 国庫短期証券 － 2,000,000 1,999,982 2015/08/31
536 国庫短期証券 － 1,000,000 1,000,000 2015/09/07
538 国庫短期証券 － 2,000,000 1,999,998 2015/09/14

合 計
銘 柄 数 11銘柄
金 額 18,070,000 18,069,939

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネー・マザーファンド

運用報告書　第10期（決算日　2014年12月９日）

（計算期間　2013年12月10日～2014年12月９日）

ダイワ・マネー・マザーファンドの第10期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 主としてわが国の公社債への投資により、利息収入の確保をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資 対 象 本邦通貨表示の公社債

運 用 方 法

①わが国の公社債を中心に安定運用を行ないます。

②邦貨建資産の組入れにあたっては、取得時に第二位（A-2格相当）以上の短期格付であり、か

つ残存期間が１年未満の短期債、コマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株 式 組 入 制 限 純資産総額の30％以下
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年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％
（期首）2013年12月９日 10,190 － 63.2

12月末 10,191 0.0 60.2

2014年１月末 10,191 0.0 89.9

２月末 10,192 0.0 72.7

３月末 10,192 0.0 72.7

４月末 10,193 0.0 77.5

５月末 10,193 0.0 70.4

６月末 10,194 0.0 66.7

７月末 10,194 0.0 69.9

８月末 10,194 0.0 65.1

９月末 10,195 0.0 58.8

10月末 10,195 0.0 60.7

11月末 10,195 0.0 63.8

（期末）2014年12月９日 10,195 0.0 60.0

（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、利息収入の確保をめざして安定運用を行なっており、ベン

チマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について

【基準価額・騰落率】

　期首：10,190円　期末：10,195円　騰落率：0.0％

【基準価額の主な変動要因】

利息収入により、基準価額は値上がりしました。

◆投資環境について

　期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベースとす

る量的・質的金融緩和政策を維持しました。また、2014年10月末には追

加金融緩和を実施し、長期国債を中心とする資産買い入れを一層拡大し

ました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金融市場ではおおむ

ね低位での金利水準が続き、無担保コール翌日物金利は0.06％台を中心

に推移しました。国庫短期証券（3カ月物）の利回りは0.06％程度で始

まりましたが、日銀の買い入れによる需給ひっ迫等を背景に、△0.01％

程度まで低下して期末を迎えました。

■当期中の基準価額の推移 ◆前期における「今後の運用方針」

　資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短

期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

◆ポートフォリオについて

　短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用を

行ないました。

◆ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考指

数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　引続き、資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等

の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

■売買および取引の状況

　公　社　債
（2013年12月10日から2014年12月９日まで）

買 付 額 売 付 額

国

内

千円 千円

国 債 証 券 41,597,114 －
(35,000,000)

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　)内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄

　公　社　債
（2013年12月10日から2014年12月９日まで）

当 期

買 付 売 付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
490 国庫短期証券 2015/２/９ 11,999,832

473 国庫短期証券 2014/11/17 1,499,994

479 国庫短期証券 2014/12/15 1,499,985

463 国庫短期証券 2014/10/６ 1,499,868

461 国庫短期証券 2014/９/22 1,499,865

459 国庫短期証券 2014/９/16 1,499,857

465 国庫短期証券 2014/10/14 1,399,910

439 国庫短期証券 2014/６/23 1,399,867

444 国庫短期証券 2014/７/14 1,399,830

422 国庫短期証券 2014/４/14 1,399,778

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細

項 目 当 期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ―

合 計 ―
（注）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項

目の概要をご参照ください。
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(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）

当 期 末

区 分 銘 柄 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日

％ 千円 千円

国債証券 479　国庫短期証券 － 1,500,000 1,499,998 2014/12/15

482　国庫短期証券 － 1,000,000 999,997 2015/01/08

490　国庫短期証券 － 12,000,000 11,999,889 2015/02/09

493　国庫短期証券 － 900,000 899,986 2015/02/23

合
計

銘柄数 4銘柄

金 額 15,400,000 15,399,872

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）

作 成 期 当 期 末

区 分 額面金額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率

５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 15,400,000 15,399,872 60.0 － － － 60.0

（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2014年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 15,399,872 60.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 10,253,640 40.0

投 資 信 託 財 産 総 額 25,653,512 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2014年12月９日現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 25,653,512,783円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 10,253,640,160

公 社 債(評価額) 15,399,872,623

(B) 負 債 －

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 25,653,512,783

元 本 25,162,158,471

次 期 繰 越 損 益 金 491,354,312

(D) 受 益 権 総 口 数 25,162,158,471口

１ 万 口 当 り 基 準 価 額(Ｃ／Ｄ) 10,195円

＊期首における元本額は13,660,921,100円、当期中における追加設定元本額は
25,556,652,335円、同解約元本額は14,055,414,964円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
／“ＲＩＣＩ®”コモディティ・ファンド8,952,508円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファン
ド（為替ヘッジあり／年１回決算型）740,564円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド
（為替ヘッジなし／年１回決算型）1,623,350円、ＮＢストラテジック・インカ
ム・ファンド＜ラップ＞米ドルコース981円、ＮＢストラテジック・インカム・
ファンド＜ラップ＞円コース981円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド
＜ラップ＞世界通貨分散コース981円、ダイワファンドラップ　コモディティセ
レクト23,865,228円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプル
リターンズ－　日本円・コース（毎月分配型）132,757円、ダイワ米国株ストラ

テジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配
型）643,132円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリ
ターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）4,401,613円、ダイワ米
国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプルリターンズ－　米ドル・コース
（毎月分配型）12,784円、ダイワ／フィデリティ北米株式ファンド　－パラダイ
ムシフト－　49,096,623円、ダイワＦＥグローバル・バリュー株ファンド（ダイ
ワＳＭＡ専用）13,896,435円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）ブ
ラジル・レアル・コース（毎月分配型）98,290,744円、ダイワ米国高金利社債
ファンド（通貨選択型）日本円・コース　（毎月分配型）23,590,527円、ダイワ
米国高金利社債ファンド（通貨選択型）米ドル・コース（毎月分配型）
2,163,360円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）豪ドル・コース
（毎月分配型）13,761,552円、ダイワ／ＵＢＳエマージングＣＢファンド
2,498,575円、ダイワ／アムンディ食糧増産関連ファンド14,780,160円、ダイワ
日本リート・ファンド・マネー・ポートフォリオ134,197,158円、ダイワ新興国
ハイインカム・プラスⅡ　－金積立型－　1,972,537円、ダイワ新興国ハイイン
カム債券ファンド（償還条項付き）為替ヘッジあり4,926,716円、ダイワ新興国
ソブリン債券ファンド（資産成長コース）49,082,149円、ダイワ新興国ソブリン
債券ファンド（通貨αコース）196,290,094円、ダイワ・インフラビジネス・
ファンド　－インフラ革命－　（為替ヘッジあり）9,813,543円、ダイワ・イン
フラビジネス・ファンド　－インフラ革命－　（為替ヘッジなし）29,440,629円、
ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）米ドルコース13,732,222円、ダイワ米
国ＭＬＰファンド（毎月分配型）日本円コース3,874,449円、ダイワ米国ＭＬＰ
ファンド（毎月分配型）通貨αコース13,437,960円、ダイワ英国高配当株ツイン
α（毎月分配型）98,107円、ダイワ英国高配当株ファンド98,107円、ダイワ英国
高配当株ファンド・マネー・ポートフォリオ74,252,220円、ダイワ米国高金利社
債ファンド（通貨選択型）南アフリカ・ランド・コース（毎月分配型）98,252円、
ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）トルコ・リラ・コース（毎月分配
型）2,554,212円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）通貨セレク
ト・コース（毎月分配型）1,178,976円、ダイワ・オーストラリア高配当株α
（毎月分配型）株式αコース98,203円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎
月分配型）通貨αコース98,203円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎月分
配型）株式＆通貨ツインαコース982,029円、ブルベア・マネー・ポートフォリ
オⅢ24,367,381,676円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）　－トリプ
ルリターンズ－　通貨セレクト・コース（毎月分配型）98,174円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,195円です。

■損益の状況
当期　自2013年12月10日　至2014年12月９日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 6,254,653円

受 取 利 息 6,254,653

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,634

売 買 益 1,634

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 6,256,287

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 259,898,412

(E) 解 約 差 損 益 金 △271,101,052

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 496,300,665

(G) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 491,354,312

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 491,354,312

（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を
下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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